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五
日
受
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（
質
問
の 

八
） 

答

弁

第

八

号 

   

衆
議
院
議
員
木
原
実
君
提
出
新
東
京
国
際
空
港
公
団
の
航
空
機
給
油
施
設
の
設
置
場
所
の
選
定
理
由
及
び
地
域

住
民
の
意
思
尊
重
の
必
要
性
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
五
第
八
号 

昭
和
五
十
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年
十
二
月
十
五
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衆
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院
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長 
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茂 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

大 

平 

正 

芳 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
木
原
実
君
提
出
新
東
京
国
際
空
港
公
団
の
航
空
機
給
油
施
設
の
設
置
場
所
の
選
定
理 

由
及
び
地
域
住
民
の
意
思
尊
重
の
必
要
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

新
東
京
国
際
空
港
航
空
燃
料
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
新
東
京
国
際
空
港
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
、
諸
般
の
自
然
的
条
件
及
び
社
会
的
条
件
を
踏
ま
え
、
合
理
的
か
つ
安
全
な
航
空
燃
料
の
輸
送

の
実
現
を
図
る
見
地
か
ら
千
葉
港
頭
よ
り
東
関
東
自
動
車
道
を
経
由
し
成
田
に
至
る
経
路
を
選
定
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
関
係
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
等
を
行
つ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

ま
た
、
京
葉
シ
ー
バ
ー
ス
は
、
原
油
揚
陸
施
設
で
あ
り
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
に
開
始
さ
れ
た
航
空
燃
料
暫

定
輸
送
の
基
地
と
し
て
使
用
し
て
い
る
事
実
は
な
い
。 

二
に
つ
い
て 



三
及
び
四
に
つ
い
て 

(二 ) 

御
質
問
に
係
る
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
に
基
づ
く
千
葉
県
知
事
及
び
千
葉
市
長
の
意
見
は
、
い
ず
れ

も
昭
和
五
十
三
年
九
月
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。 

(一 ) 

昭
和
五
十
三
年
七
月
、
千
葉
市
長
か
ら
運
輸
大
臣
及
び
公
団
総
裁
に
対
し
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
沿
線
地
域

の
環
境
保
全
対
策
、
千
葉
市
の
公
共
施
設
の
整
備
促
進
対
策
等
に
つ
い
て
要
望
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

公
団
は
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
に
公
表
し
た
航
空
燃
料
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
関
係
地

域
住
民
に
対
し
、
説
明
会
の
開
催
及
び
広
報
紙
の
配
布
を
行
い
、
更
に
、
現
地
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画
相
談
室

を
置
い
て
職
員
を
配
置
し
、
当
該
計
画
案
に
関
す
る
資
料
、
模
型
等
を
備
え
て
、
説
明
を
行
つ
た
と
聞
い
て
い

る
。 

新
東
京
国
際
空
港
航
空
燃
料
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
設
置
及
び
当
該
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
事
業
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
今
後
と
も
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
の
趣
旨
に
即
し
、
及
び
同
法
の
制
定
に
際
し
て
の
附
帯
決
議
を 

四 

 



 

五 

尊
重
し
て
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




